あれの うるおい 

曠野と 湿潤な き 地と は 楽しみ、 

さばく よろこ さ ふらん はなさ 

沙漠 は歓 びて 番 紅の ごとくに 咲 かん、 

さかん はなさ 

盛に 咲 きて 歓 ばん、 

喜び かつ 歌わん、 

レバノンの 栄え はこれ に 与えられん、 

うる わ 

カルメルと シ ヤロンの 美 しきと はこれ に 授けられん、 

彼ら は エホバ の 栄 を 見ん、 

うる み 

我らの 神の 美 わしき を 視ん。 

(ィザ ャ書三 五 章 一 I 一 一節) 



または 英国人 または 来 国人 一 人の 有する 富よりも 多い 

のであります。 実に 驚くべき ことではありません か。 

しからば デンマ ー ク人 はどうし てこの 富 を 得た か と 

問います るに、 それ は 彼らが 国外に 多くの 領地 を もつ 

ている からではありません、 彼ら はもち ろん 広き グ 

リ ー ン ランド を もちます。 しかし 北氷洋の 氷の なかに 

ある この 領土の 経済 上 ほとんど 何の 価値 もない こと は 

なんび と 

何人も 知って おります。 彼ら はまた その 面積に おいて 

はデン マ— ク 本土に 一 一倍す る アイスランド を もちます _ 

しかし その 名 を 聞いて その 国の 富饒の 土地で ない こと 

はすぐ にわかり ます。 ほかに わずかに It ちを奎 する 



ファロ ー 島が あります。 また やや 富饒 なる 西 インド 中 

の サン ク ロア、 サン ト— マス、 サン ュ— アンの 三 島が 

みなもと 

あります。 これ 確かに 富の 源 であり ますが、 しかし 

経済 上 収支 相 償う こと 尠 きが ゆえに、 かって はこれ 

を 米国に 売却 せんとの 計画 も あ つ たくら いであります _ 

ゆえに デンマ ー クの富 源と いいまして、 別に 本国 以外 

にある のでありません。 人口 一人に 対し 世界 第一 の 富 

を 彼らに 供せ しその 富 源 はわが 九州 大の デンマ ー ク本 

国に おいて あるので あります。 

しかるに この デン マ— ク 本国が けっして 富饒の 地と 

称すべき ではない のであります。 国に 一 鉱山 あるで な 



を もって 立つ 小に して 静かなる 国であります。 

しかるに 今 を 去る 四十 年 前の デン マ— ク はも つ とも 

憐れなる 国で ありました。 一 八 六 四 年に ドイツ、 ォ ー 

スト リアの 二 強国の 圧迫す ると ころと なり、 その 要求 

を 拒みし 結果、 ついに 開戦の 不幸 を 見、 デンマ ー ク人 

は 善く 戦い ましたが、 しかし 弱 はもって 強に 勝つ 能 わ 

〔# 「わ」 は 底本で は 「は」〕 ず、 デッ ペルの 一 戦に 北 

軍 敗れ て ふたたび 起つ 能 わざ るに いたりました。 デン 

ぱ 、しよう 

マ— クは和 を 乞いました、 しかして 敗北の 賠償と し 

て ドイツ、 ォ ー スト リアの 二 国に 南部 最良の 二 州シュ 

レス ウイ ヒと ホルスタイン を 割譲し ました。 戦争 はこ 



ク人は 戦いに 敗れて 家に 還って きました。 還りき たれ 

ば 国 は 荒れ、 財 は 尽き、 見る ものと して 悲憤 失望の 種 

ならざる はなしで ありました。 「今や デンマ ー ク にと 

り 悪しき 日な り」 と 彼ら は 相互に 対してい いました。 

この 挨拶に 対して 「否」 と 答えうる 者 は 彼らの なかに 

一 人 もありませんでした。 しかるに ここに 彼らの なか 

に 一 人の 工兵 士官が ありました。 彼の 名 を ダル ガス 

(Enrico MyliusDalgas) といい まして、 フランス 種の 

デンマ ー ク 人で ありました。 彼の 祖先 は 有名なる ュグ 

ノ ー 党の 一 人でありまして、 彼ら は 一 六 八 五 年 信仰 自 

由の ゆえ を もって 故国 フランス を逐 われ、 あるいは 英 



かった のであります。 ダル ガス、 齢 は 今 三十 六 歳、 ェ 

みぞ 

兵 士官と して 戦争に 臨み、 橋 を 架し、 道路 を 築き、 溝 

こま 

を 掘る の 際、 彼 は 細かに 彼の 故国の 地質 を 研究し まし 

た。 しかして 戦争い まだ 終らざる に 彼 はすで に 彼の 胸 

中に 故国 恢復の 策 を 蓄えました。 すなわち デンマ ー ク 

国の 欧州 大陸に 連なる 部分に して、 その 領土の 大部分 

を 占む るュト ランド (Jutland) の 荒漠を 化して これ を 

よくに よう 

沃饒の 地と なさん との 大計 画 を、 彼 はすで に 彼の 胸 

中に 蓄えました。 ゆえに 戦い 敗れて 彼の 同僚が 絶望に 

きた 

圧せられて その 故国に 帰り 来りし ときに、 ダル ガス 一 

人 は その 面に 微笑 を湛 えその 首 に 希望の 春 を 戴 きま 



るに あたつ て ダル ガスの 執るべき 武器 はた だ 一 一 つで あ 

き 

リ ました。 その 第一 は 水で ありました。 その 第二 は樹 

そそ 

でありました。 荒 地に 水 を 漑ぐを 得、 これに 樹を 植え 

て 植林の 実を挙 ぐる を 得ば、 それで 事 は 成る ので あり 

ます。 事 はいたって 簡単で ありました。 しかし 簡単で 

ぎよ 

は あるが 容易ではありませんでした。 世に 御し 難い も 

のとて 人間の 作った 沙漠の ごときはありません。 もし 

ュト ランドの 荒 地が サハラ の 沙漠の) J ときもの であり 

ましたならば 問題 ははる かに 容易で あつたので ありま 

そそ 

す。 天然の 沙漠 は 水をさえ これに 灑ぐを 得ば それで じ 

よきつ ち 

きに 沃土と なる のであります。 しかし 人間の 無謀と 怠 



ありません。 神と 天然と が 示す ある 適当の 方法 を もつ 

てし ますれば、 この 最悪の 状態に おいて ある 土地 を も 

はじめ 

元始の 沃饒に 返す ことができます。 まことに 詩人 シ 

ラ ー のい いしが ごとく、 天然に は 永久の 希望 あり、 壊 

敗 はこれ をた だ 人の あいだに おいての み 見る ので あり 

ま ^9 

うが 

まず 溝 を 穿ちて 水 を 注ぎ、 ヒ— スと 称する 荒野の 植 

じ やが たらい も ぼくそう 

物 を 駆逐し、 これに 代うる に 馬鈴薯 ならびに 牧草 を 

もってする のであります。 この こと はさ ほどの 困難で 

はありませんでした。 しかし 難 中の 難事 は 荒 地に 樹を 

植 ゆる ことで ありました、 この ことにつ いて ダル ガス 



と (ヨブ 記 三 八 章 一 一節)。 北海に 浜す る 国に とりて 

すなやま 

は 敵国の 艦隊よりも 恐るべき 砂丘 は、 戦闘 艦なら ずし 

て 緑の 樅の 林 を もって、 ここにみ ごとに 撃退され たの 

であります。 

霜 は 消え 砂 は 去リ、 その上に 第三に 洪水の 害 は 除か 

れ たのであります。 これいず この 国に おいても 植林の 

結果と して じきに 現わる る ものであります。 もちろん 

海抜 六 百 尺 を もって 最高点と なす ュト ランドに おいて 

くに やまぐに 

はわが 邦の ごとき 山国に おける ごとく 洪水の 害 を 見る 

ことはありません。 しかし その 比較的に 少 きこの 害す 



の 産 を 産す るので あります。 ゆえに 国の 小なる はけつ 

なげ 

して 歎く に 足りません。 これに 対して 国の 大 なる は 

けっして 誇る に 足りません。 富 は 有利 化された る エネ 

ルギ— (力) であります。 しかして エネ ルギ— は 太陽 

の 光線に もあります。 海の 波濤に もあります。 吹く 風 

にもあります。 噴火す る 火山に もあります。 もし これ 

を 利用す る を 得 ますれば これら は みなこと ごとく 富 源 

であります。 かならずしも 英国の ごとく 世界の 陸 面 六 

分の 一 の 持ち主と なる の 必要はありません。 デン マ— 

クで 足ります。 然り、 それよりも 小なる 国で 足ります。 

そと ひろ うち 

外に 拡がらん とする より は 内 を 開発す ベ きであります。 



第三に 信仰の 実力 を 示します。 国の 実力 は 軍隊で は 

ありません、 軍艦ではありません。 はたまた 金で は あ 

りません、 銀ではありません、 信仰であります。 この 

ことにかん しまして は マハン 大佐 もい まだ 真理 を 語り 

ません、 アダム • ス ミス、 J • S • ミル もい まだ 真理 

を 語りません。 この ことに かんして 真理 を 語った もの 

ふる 

はや はり 旧い 『聖書』 であります。 

もし 芥 種の ごとき 信仰 あらば、 この 山に 移リ 

てこ こよりか しこに 移れと 命う とも、 かならず 

あ，. こ 

移らん、 また 汝らに 能わざる ことな かるべし 



と イエス はいいた まいました (マ タイ 伝 一 七 章 二 〇 節)。 

また 

おおよそ 神に よりて 生まる る 者 は 世に 勝つ、 わ 

れら をして 世に 勝た しむる もの はわれら の 信な 

と聖 ヨハネ はいいました (ヨハネ 第一 書 五 章 四 節)。 

世に 勝つ の 力、 地 を 征服す る 力 はや はリ 信仰で ありま 

すき もみの き 

す。 ュグノ —党の B 仰 は その 一人 を もって 鋤と 樅樹と 
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